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１． 開発目的 

視覚障がいを持つ子どもたちにとって，キーボードを操作しプログラムを組むことは難しく，プログラミング

を体験する機会の確保ができない状況にある。そこで，視覚障がいをもつ子どもたちを対象として，スマートス

ピーカーを活用し，視覚情報を用いずにプログラムの入力及び出力を体験する仕組みを構成したプログラミング

教材を開発した。 

２． 教材の概要 

 本教材は, LINE社のスマートスピーカーCLOVAのアプリ開

発におけるレスポンスの生成を，キーボードを用いずにスイ

ッチ操作と音声認識により行うものである。日本語プログラ

ミング言語「ドリトル」でCLOVAのアプリ開発を行える環境

を用い，ドリトルのコードを命令ごと分けたものをそれぞれ

スイッチに割り当て，学習者はそれらと音声認識を組み合わ

せることでプログラミングを行う１）。本教材は大きく分け

てエディタとスイッチ盤の２つから構成される。 

2.1 スイッチ盤 

各スイッチにはSparkFun社Arduino Pro 

Micro の HID 機能を利用して命令を割り当

てた。「コードスイッチ」には各命令を割

り当て，最下段の「操作スイッチ」は，プ

ログラムの削除や音声認識，プログラムの

読み上げ，アップロードを行う。ショートカットキ

ーを割り当て，スイッチで操作可能にした。また点

字ラベルでスイッチの判別ができる。 

2.2 エディタ 

 HID機能ではASCIIコードしか送れないため，スイ

ッチから送られた ASCII コードを対応するドリトル

命令文にJavaScriptを用いて変換する。変換後にサ

ーバー上へアップロードを行う。また，Web Speech 

API を用いて音声認識，プログラムの読み上げを行

う。音声認識により呼びかけに対したCLOVA の応

答文を入力することができ，読み上げにより作成

したプログラムの確認ができる。 

３．盲学校での実践 

 盲学校で初等部の児童 1 名（全盲）に対し実践を行った。児童はスイッ

チや音声認識を使って最終的には CLOVA が挨拶や自己紹介をするプログラ

ムを組み動作させる様子が見られた。さらに，「次はしりとりやクイズがで

きるプログラムを組んでみたい」とプログラミングへの意欲を高め，創造

力を働かせる姿も見られた。 

４． 工夫点 

・スイッチ，音声認識，スマートスピーカーを用いることで，視覚情報 を用いずプログラムの入力・出

力を体験することができる。 

・完成したプログラムを音声合成で読み上げることにより，確認だけでなく視覚情報が無くともプログラムの構

造を学習できるようにした。 
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